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による掘削は全体の ₁ ₁2  ％を占めていたにすぎないが，1924年にはそれが19％，1932年には38％になって
いた。
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進んでいた。綿でも同様だった。「海底および無線」グループ（Cable and Wireless interests）では強大なコ
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ンツェルンが形成されていた。そして異様なほどの全国的・国際的連合企業，即ちリーバ・グループの成
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